
(57)【要約】

【課題】挿入部可撓管の先端で、互いに連続する超音波

断層像と光断層像を生成するための音響情報および光学

的情報を確実に収集できる内視鏡を提供すること課題と

する。

【解決手段】内視鏡の挿入部可撓管（１００）は、超音

波断層像用の音響情報を収集するために生体に向けて超

音波を照射するとともに、生体で発生する超音波エコー

を受信する超音波送受信部（１１０）を複数備える。複

数の超音波送受信部は、所定の超音波照射面に沿って超

音波が照射されるように配列されている。また、挿入部

可撓管（１００）は、光断層像用の光学的情報を収集す

るために生体に向けて低干渉性光を照射するとともに、

生体で反射した低干渉性光を受光する光出入部（１１４

）を複数備える。複数の光出入部は、超音波照射面と少

なくとも一部が重なる所定の光照射面に沿って低干渉性

光が照射されるように配列されている。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 を 利 用 し て 生 体 の 断 層 像 を 生 成 す る た め の 音 響 情 報 、 及 び 、 光 コ ヒ ー レ ン ス ・ ト モ
グ ラ フ ィ を 利 用 し て 生 体 の 断 層 像 を 生 成 す る た め の 光 学 的 情 報 を 収 集 す る た め に 体 内 に 挿
入 さ れ る 挿 入 部 可 撓 管 を 有 す る 内 視 鏡 で あ っ て 、
前 記 音 響 情 報 を 収 集 す る た め に 生 体 に 向 け て 超 音 波 を 照 射 す る と と も に 、 生 体 で 発 生 す る
超 音 波 エ コ ー を 受 信 す る 複 数 の 超 音 波 送 受 信 部 と 、
前 記 光 学 的 情 報 を 収 集 す る た め に 生 体 に 向 け て 低 干 渉 性 光 を 照 射 す る と と も に 、 前 記 生 体
で 反 射 し た 前 記 低 干 渉 性 光 を 受 光 す る 複 数 の 光 出 入 部 と
を 前 記 挿 入 部 可 撓 管 の 先 端 部 に 備 え 、
前 記 複 数 の 超 音 波 送 受 信 部 が 所 定 の 超 音 波 照 射 面 に 沿 っ て 前 記 超 音 波 が 照 射 さ れ る よ う に
配 列 さ れ て お り 、
前 記 複 数 の 光 出 入 部 が 前 記 超 音 波 照 射 面 と 少 な く と も 一 部 が 重 な る 所 定 の 光 照 射 面 に 沿 っ
て 前 記 低 干 渉 性 光 が 照 射 さ れ る よ う に 配 列 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 複 数 の 超 音 波 送 受 信 部 お よ び 前 記 複 数 の 光 出 入 部 は 、 前 記 挿 入 部 可 撓 管 の 長 手 方 向 軸
に 実 質 的 に 平 行 に 配 列 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 複 数 の 超 音 波 送 受 信 部 お よ び 前 記 複 数 の 光 出 入 部 は 、 一 列 に 交 互 に 配 置 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 複 数 の 超 音 波 送 受 信 部 お よ び 前 記 複 数 の 光 出 入 部 は 、 前 記 挿 入 部 可 撓 管 の 先 端 部 の 周
方 向 に 沿 っ て 実 質 的 に 環 状 に 配 列 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 挿 入 部 可 撓 管 の 先 端 近 傍 に は 、 前 記 低 干 渉 性 光 を 伝 送 す る 複 数 の 光 フ ァ イ バ が 環 状 に
配 置 さ れ て お り 、
前 記 光 入 出 部 は 、 前 記 複 数 の 光 フ ァ イ バ の 各 々 か ら 射 出 さ れ る 前 記 低 干 渉 性 光 を 前 記 挿 入
部 可 撓 管 の 先 端 部 に お け る 中 心 軸 を 中 心 と す る 放 射 方 向 に 反 射 さ せ る 円 錐 台 形 状 の ミ ラ ー
を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 を 利 用 し て 生 体 の 断 層 像 を 生 成 す る た め の 音 響 情 報 、 及 び 、 光 コ ヒ ー レ
ン ス ・ ト モ グ ラ フ ィ を 利 用 し て 生 体 の 断 層 像 を 生 成 す る た め の 光 学 的 情 報 を 収 集 す る た め
に 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 可 撓 管 を 備 え る 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
生 体 の 断 層 像 を 得 る 方 法 に は 、 超 音 波 を 生 体 に 照 射 し 、 そ の 結 果 生 体 で 発 生 す る 超 音 波 エ
コ ー を 検 出 し て 、 い わ ゆ る 超 音 波 断 層 像 を 生 成 す る も の と 、 低 干 渉 性 光 を 生 体 に 照 射 し 、
そ の 結 果 生 体 で 反 射 さ れ る そ の 低 干 渉 性 光 を 検 出 し て 断 層 像 （ 以 下 、 「 光 断 層 像 」 と い う
） を 生 成 す る 光 コ ヒ ー レ ン ス ・ ト モ グ ラ フ ィ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
超 音 波 を 利 用 し た 場 合 、 生 体 の 表 面 か ら 深 い 領 域 ま で の 断 層 像 を 得 ら れ る と い う 利 点 が あ
る 一 方 、 得 ら れ た 断 層 像 の 分 解 能 が 低 い と い う 欠 点 が あ る 。 こ れ に 対 し 、 低 干 渉 性 光 を 利
用 し た 場 合 、 得 ら れ た 光 断 層 像 の 分 解 能 が 超 音 波 断 層 像 よ り も 高 い 反 面 、 得 ら れ る 断 層 像
は 生 体 の 表 面 近 傍 に 限 ら れ る よ う に な る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
特 開 平 １ １ － ５ ６ ７ ５ ２ 号 公 報 は 、 上 述 し た 超 音 波 を 用 い て 得 ら れ た 超 音 波 断 層 像 と 低 干
渉 性 光 を 利 用 し て 得 ら れ た 光 断 層 像 の 双 方 の 利 点 を 生 か し 、 欠 点 を 補 う よ う に 、 生 体 の 超
音 波 断 層 像 を 生 成 す る 機 能 と 、 光 断 層 像 を 生 成 す る 機 能 と を 併 せ 持 つ イ メ ー ジ ン グ 装 置 を
開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 イ メ ー ジ ン グ 装 置 は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 プ ロ ー ブ を 有 し 、 そ の 挿 入 プ ロ ー ブ の
先 端 部 に は 、 超 音 波 パ ル ス を 生 成 す る 一 の 超 音 波 振 動 子 と 、 低 干 渉 性 光 を 伝 送 す る 一 の 光
フ ァ イ バ と が 備 え ら れ て い る 。 挿 入 プ ロ ー ブ の 先 端 部 は 、 超 音 波 振 動 子 が 生 成 す る 超 音 波
パ ル ス 、 お よ び 、 光 フ ァ イ バ か ら 射 出 さ れ た 低 干 渉 性 光 が 互 い に 反 対 の 方 向 で 、 か つ 、 プ
ロ ー ブ の 中 心 軸 に 直 角 な 方 向 に 照 射 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 挿 入 プ ロ ー ブ の
基 端 に は 、 挿 入 プ ロ ー ブ を そ の 中 心 軸 回 り に 回 転 駆 動 す る た め の モ ー タ お よ び ギ ヤ が 備 え
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 イ メ ー ジ ン グ 装 置 で は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 挿 入 プ ロ ー ブ を 上 記 モ ー タ 等 を 利 用 し て
回 転 さ せ る こ と で 、 挿 入 プ ロ ー ブ 先 端 部 か ら 照 射 さ れ る 超 音 波 お よ び 低 干 渉 性 光 の い わ ゆ
る ラ ジ ア ル ・ ス キ ャ ン を 行 い 、 そ れ に よ り 、 体 腔 の 環 状 の 超 音 波 断 層 像 お よ び 光 断 層 像 を
得 て い る 。 そ し て 、 得 ら れ た ２ つ の 断 層 像 は 、 超 音 波 断 層 像 の 内 側 に 光 断 層 像 が 連 続 的 に
繋 げ ら れ た 一 枚 の 画 像 に 合 成 さ れ た 上 で モ ニ タ に 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 記 の イ メ ー ジ ン グ 装 置 で は 、 断 層 像 を 得 る た め の ラ ジ ア ル ・ ス キ ャ ン を 挿 入 プ
ロ ー ブ を 機 械 的 に 回 転 さ せ る こ と で 達 成 し て い る た め に 、 回 転 中 に 挿 入 プ ロ ー ブ の 位 置 が
ず れ る 恐 れ が あ る 。 そ し て 、 ラ ジ ア ル ・ ス キ ャ ン の 間 に 挿 入 プ ロ ー ブ の 位 置 が ず れ る と 、
超 音 波 診 断 像 が 得 ら れ た 生 体 上 の 位 置 と 光 診 断 像 が 得 ら れ た 生 体 上 の 位 置 と が ず れ 、 そ れ
ら 診 断 像 を 連 続 的 に 合 成 で き な く な る と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 が 生 じ る こ と の な い 構 成 の 挿 入 部 可 撓 管 を 有 す る 内 視 鏡 を 提
供 す る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 内 視 鏡 は 、 超 音 波 断 層 像 用 の 音 響 情 報
を 収 集 す る た め に 生 体 に 向 け て 超 音 波 を 照 射 す る と と も に 、 生 体 で 発 生 す る 超 音 波 エ コ ー
を 受 信 す る 超 音 波 送 受 信 部 を 先 端 部 に 複 数 備 え た 挿 入 部 可 撓 管 を 有 す る 。 複 数 の 超 音 波 送
受 信 部 は 、 所 定 の 超 音 波 照 射 面 に 沿 っ て 超 音 波 が 照 射 さ れ る よ う に 配 列 さ れ て い る 。 し た
が っ て 、 超 音 波 送 受 信 部 の 各 々 か ら 超 音 波 を 照 射 し 、 生 体 か ら 戻 っ て く る 超 音 波 エ コ ー を
検 出 す れ ば 、 挿 入 部 可 撓 管 の 先 端 部 を 動 か す こ と な く 超 音 波 照 射 面 に 沿 っ た 生 体 の 超 音 波
断 層 像 を 生 成 す る た め の 音 響 情 報 を 収 集 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 上 記 内 視 鏡 は 、 挿 入 部 可 撓 管 に 光 断 層 像 用 の 光 学 的 情 報 を 収 集 す る た め に 生 体 に 向
け て 低 干 渉 性 光 を 照 射 す る と と も に 、 生 体 で 反 射 し た 低 干 渉 性 光 を 受 光 す る 光 出 入 部 を 先
端 部 に 複 数 備 え て い る 。 複 数 の 光 出 入 部 は 、 所 定 の 光 照 射 面 に 沿 っ て 低 干 渉 性 光 が 照 射 さ
れ る よ う に 配 列 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 光 出 入 部 の 各 々 か ら 低 干 渉 性 光 を 照 射 し 、 生 体
で 反 射 す る 低 干 渉 性 光 を 検 出 す れ ば 、 挿 入 部 可 撓 管 の 先 端 部 を 動 か す こ と な く 光 照 射 面 に
沿 っ た 光 断 層 像 を も 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
し か も 、 複 数 の 光 入 射 部 は 、 光 照 射 面 が 超 音 波 照 射 面 と 少 な く と も 一 部 が 重 な る よ う に 配
置 さ れ て い る の で 、 前 述 し た 超 音 波 断 層 像 と 確 実 に 連 続 し て い る 光 断 層 像 を 得 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-73433 A 2004.3.11



上 記 内 視 鏡 は 、 例 え ば 、 複 数 の 超 音 波 送 受 信 部 お よ び 前 記 複 数 の 光 出 入 部 が 挿 入 部 可 撓 管
の 先 端 部 の 長 手 方 向 軸 に 実 質 的 に 平 行 に 配 列 さ れ て い る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 こ
の よ う に 構 成 し た 場 合 、 い わ ゆ る コ ン ベ ッ ク ス ・ ス キ ャ ン ・ タ イ プ の 内 視 鏡 を 提 供 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 の 場 合 、 複 数 の 超 音 波 送 受 信 部 お よ び 複 数 の 光 出 入 部 を 一 列 に 交 互 に 配 置 す れ ば 、 挿
入 部 可 撓 管 の 先 端 部 の 外 径 を 小 さ く で き る 等 の 利 益 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 内 視 鏡 は 、 複 数 の 超 音 波 送 受 信 部 お よ び 複 数 の 光 出 入 部 が 挿 入 部 可 撓 管 の 先 端 部 の
周 方 向 に 沿 っ て 実 質 的 に 環 状 に 配 列 さ れ る よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 に は 、
い わ ゆ る ラ ジ ア ル ・ ス キ ャ ン ・ タ イ プ の 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 の 場 合 、 挿 入 部 可 撓 管 の 先 端 部 に 低 干 渉 性 光 を 伝 送 す る 複 数 の 光 フ ァ イ バ を 環 状 に 配
置 し 、 光 入 出 部 が そ の 複 数 の 光 フ ァ イ バ の 各 々 か ら 射 出 さ れ る 低 干 渉 性 光 を 挿 入 部 可 撓 管
の 先 端 部 に お け る 中 心 軸 を 中 心 と す る 放 射 方 向 （ ラ ジ ア ル 方 向 ） に 反 射 さ せ る 円 錐 台 形 状
の ミ ラ ー を 含 む よ う に 内 視 鏡 を 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本
発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に お け る 挿 入 部 可 撓 管 １ ０ ０ の 先 端 近 傍 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。 挿 入 部 可 撓 管 １ ０ ０ の 先 端 に は 、 硬 質 の 先 端 部 本 体 １ ０ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 先
端 部 本 体 １ ０ ２ は 、 そ れ が 挿 入 さ れ た 体 腔 内 に お い て 、 そ の 体 腔 を 囲 む 生 体 の 超 音 波 断 層
像 を 得 る た め の 音 響 情 報 と 、 光 コ ヒ ー レ ン ス ・ ト モ グ ラ フ ィ に よ る 光 断 層 像 を 得 る た め の
光 学 的 情 報 を 収 集 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
よ り 具 体 的 に は 、 先 端 部 本 体 １ ０ ２ は 、 側 面 １ ０ ２ ａ か ら 超 音 波 パ ル ス を 生 体 に 向 け て 照
射 し 、 さ ら に 、 そ の 超 音 波 パ ル ス が 生 体 で 反 射 し て 戻 っ て く る 超 音 波 エ コ ー を 検 出 で き る
よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 先 端 部 本 体 １ ０ ２ は 、 同 じ 側 面 １ ０ ２ ａ か ら 低 干 渉 光 を 生
体 に 向 け て 照 射 し 、 そ の 結 果 生 体 で 反 射 す る 低 干 渉 光 を 検 出 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る
。 図 １ に は 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 先 端 部 本 体 １ ０ ２ が 収 集 し た 情 報 に 基 づ い て 得 ら れ る
超 音 波 断 層 像 、 お よ び 光 断 層 像 の イ メ ー ジ が 合 わ せ て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
超 音 波 パ ル ス お よ び 低 干 渉 性 光 は 、 図 中 実 線 で 示 さ れ て い る 領 域 １ ０ に 沿 っ て 先 端 部 本 体
１ ０ ２ か ら 生 体 へ 向 け て 照 射 さ れ る 。 本 実 施 形 態 の 場 合 、 領 域 １ ０ は 、 先 端 部 本 体 １ ０ ２
の 長 手 方 向 中 心 軸 Ａ を 含 む 平 面 の 一 部 で あ る 。 こ れ に よ り 、 先 端 部 本 体 １ ０ ２ は 、 領 域 １
０ に 沿 っ た 超 音 波 断 層 像 お よ び 光 断 層 像 を 生 成 す る た め の 音 響 情 報 お よ び 光 学 的 情 報 を 収
集 す る こ と が で き る 。 収 集 さ れ た 光 学 的 情 報 か ら は 、 図 中 点 線 １ ２ で 示 さ れ る 生 体 の 表 面
近 傍 の 光 断 層 像 を 得 る こ と が で き 、 ま た 、 音 響 情 報 か ら は 、 そ の 光 学 断 層 像 よ り も 生 体 の
深 部 に 位 置 す る 領 域 １ ４ の 超 音 波 断 層 像 を 得 る こ と が で き る 。 し か も 、 得 ら れ た 光 断 層 像
と 超 音 波 断 層 像 は 、 先 端 部 本 体 １ ０ ２ の 位 置 や 向 き に か か わ ら ず 、 境 界 線 １ ６ に お い て 互
い に 連 続 し て い る 画 像 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 挿 入 部 可 撓 管 １ ０ ０ の 先 端 近 傍 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ３ は
、 図 １ に 示 し た 挿 入 部 可 撓 管 １ ０ ０ の 先 端 部 近 傍 の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ３ に 見 ら れ る よ う に 、 先 端 部 本 体 １ ０ ２ の 後 側 近 傍 に は 、 斜 面 １ ０ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い
る 。 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 斜 面 １ ０ ２ ｂ に は 、 ３ つ の 開 口 １ ５ ０ 、 １ ５ ２ 、 お よ び
１ ５ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 開 口 １ ５ ０ は 、 鉗 子 等 の 処 置 具 を 通 す た め の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル の
出 口 部 分 で あ る 。 ま た 、 開 口 １ ５ ２ お よ び 開 口 １ ５ ４ は 、 そ れ ぞ れ 、 エ ア ー を 送 る た め の
送 気 ノ ズ ル の 出 口 部 分 、 お よ び 水 を 送 る た め の 送 水 ノ ズ ル の 出 口 部 分 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
斜 面 １ ０ ２ ｂ に は 、 さ ら に 対 物 レ ン ズ １ ５ ６ が 備 え ら れ て い る 。 対 物 レ ン ズ １ ５ ６ は 、 先
端 部 本 体 １ ０ ２ 内 に 取 り 付 け ら れ て い る 不 図 示 の Ｃ Ｃ Ｄ の 受 光 面 に 被 写 体 像 を 形 成 す る よ
う に 斜 面 １ ０ ２ ｂ に 備 え ら れ て い る 。 ま た 、 斜 面 １ ０ ２ ｂ に は 、 不 図 示 の Ｃ Ｃ Ｄ に よ り 撮
影 す る 被 写 体 に む け て 照 明 光 を 照 射 す る た め の 配 光 レ ン ズ １ ５ ８ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
先 端 部 本 体 １ ０ ２ の 先 端 近 傍 に は 湾 曲 し た 側 面 １ ０ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 側 面 １ ０ ２ ａ
に は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 １ １ ０ が 設 置 さ れ て い る 。 こ れ ら 超 音 波 振 動 子 １ １ ０ は 、 超 音
波 パ ル ス を 生 成 し 、 生 体 に 向 け て 照 射 す る と と も に 、 生 体 に お い て 反 射 し た 超 音 波 エ コ ー
を 検 出 す る 。 複 数 の 超 音 波 振 動 子 １ １ ０ は 、 図 １ の 領 域 １ ０ を 含 む 平 面 に 沿 っ て 一 列 に 、
好 ま し く は 等 間 隔 に 配 列 さ れ て い る 。 こ の よ う に 配 列 す る こ と に よ り 、 こ れ ら 複 数 の 超 音
波 振 動 子 １ １ ０ は 、 先 端 部 本 体 １ ０ ２ を 動 か さ な く て も 図 １ の 領 域 １ ０ に 沿 っ て 超 音 波 パ
ル ス を 照 射 し 、 そ の 領 域 １ ０ に 沿 っ た 生 体 の 構 造 に 関 す る 情 報 を 含 ん だ 超 音 波 エ コ ー を 検
出 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
挿 入 部 可 撓 管 １ ０ ０ の 内 部 に は 、 そ の 基 端 （ 不 図 示 ） か ら 先 端 部 本 体 １ ０ ２ ま で 複 数 の 光
フ ァ イ バ １ １ ２ が 通 さ れ て い る 。 各 光 フ ァ イ バ １ １ ２ は 、 低 干 渉 性 光 を そ の 先 端 面 １ １ ４
か ら 生 体 に 向 け て 照 射 す る と と も に 、 生 体 に お い て 反 射 し た 低 干 渉 性 光 を 先 端 面 １ １ ４ で
受 光 す る た め に 挿 入 部 可 撓 管 １ ０ ０ に 備 え ら れ て い る 。 各 光 フ ァ イ バ １ １ ２ の 先 端 面 １ １
４ は 、 先 端 部 本 体 １ ０ ２ の 側 面 １ ０ ２ ａ に お い て 、 隣 り 合 う ２ つ の 超 音 波 振 動 子 １ １ ０ の
間 に 位 置 す る よ う に 、 好 ま し く は 先 端 面 １ １ ４ 同 士 が 等 間 隔 に 並 ぶ よ う に 配 列 さ れ て い る
。 つ ま り 、 先 端 部 本 体 １ ０ ２ の 側 面 １ ０ ２ ａ に は 、 前 述 し た 領 域 １ ０ を 含 む 平 面 に 沿 っ て
超 音 波 振 動 子 １ １ ０ と 光 フ ァ イ バ の 先 端 面 １ １ ４ と が 一 列 、 か つ 、 交 互 に 並 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 の よ う に 配 置 さ れ た 光 フ ァ イ バ １ １ ２ の 先 端 面 １ １ ４ は 、 各 光 フ ァ イ バ １ １ ２ は 、 超
音 波 振 動 子 １ １ ０ と 同 じ よ う に 、 低 干 渉 性 光 を 図 １ の 領 域 １ ０ に 沿 っ て 照 射 で き る 。 そ し
て 、 各 光 フ ァ イ バ １ １ ２ は 、 先 端 部 本 体 １ ０ ２ を 動 か さ な く て も 表 面 近 傍 （ 図 １ の 領 域 １
２ ） に お け る 生 体 の 構 造 を 示 す 情 報 を 含 ん だ 低 干 渉 性 光 を 受 光 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
各 超 音 波 振 動 子 １ １ ０ に は 、 信 号 線 １ １ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 信 号 線 １ １ ６ は 、 挿 入 部 可
撓 管 １ ０ ０ 内 を 通 っ て 挿 入 部 可 撓 管 １ ０ ０ の 基 端 部 （ 不 図 示 ） に 取 り 付 け ら れ て い る 内 視
鏡 本 体 （ 不 図 示 ） ま で 配 線 さ れ て い る 。 さ ら に 信 号 線 １ １ ６ は 、 内 視 鏡 本 体 か ら 不 図 示 の
画 像 処 理 装 置 に 接 続 さ れ て い る 。 同 様 に 、 挿 入 部 可 撓 管 １ ０ ０ 内 を 通 さ れ て い る 各 光 フ ァ
イ バ １ １ ２ も 、 内 視 鏡 本 体 （ 不 図 示 ） ま で 伸 び て お り 、 内 視 鏡 本 体 か ら 上 記 の 画 像 処 理 装
置 （ 不 図 示 ） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
不 図 示 の 画 像 処 理 装 置 は 、 各 光 フ ァ イ バ １ １ ２ を 介 し て 生 体 に 低 干 渉 性 光 を 照 射 す る と も
に 、 各 光 フ ァ イ バ １ １ ２ を 介 し て 生 体 で 反 射 し た 低 干 渉 性 光 を 受 光 す る 。 さ ら に 、 不 図 示
の 画 像 処 理 装 置 は 、 光 コ ヒ ー レ ン ズ ・ ト モ グ ラ フ ィ を 応 用 し て 、 受 光 し た 低 干 渉 性 光 か ら
生 体 の 光 断 層 像 を 生 成 す る 。 本 実 施 形 態 の 場 合 、 画 像 処 理 装 置 は 、 特 に 図 １ の 領 域 １ ２ に
対 応 す る 生 体 の 光 診 断 像 を 生 成 す る 。 ま た 、 不 図 示 の 画 像 処 理 装 置 は 、 超 音 波 振 動 子 １ １
０ が 超 音 波 パ ル ス を 生 体 に 照 射 す る た め の 駆 動 信 号 を 信 号 線 １ １ ６ に 供 給 す る と と も に 、
超 音 波 振 動 子 １ １ ０ が 検 出 し た 超 音 波 エ コ ー に 応 じ て 出 力 す る 検 出 信 号 を 信 号 線 １ １ ６ を
介 し て 受 信 す る 。 ま た 、 画 像 処 理 装 置 は 、 受 信 し た 検 出 信 号 に 基 づ い て 生 体 の 超 音 波 断 層
像 を 生 成 す る 。 本 実 施 形 態 の 場 合 、 画 像 処 理 装 置 は 、 特 に 図 １ の 領 域 １ ４ に 対 応 す る 生 体
の 超 音 波 断 層 像 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 こ の よ う な 画 像 処 理 装 置 の 構 成 、 機 能 に 付 い て は 、 例 え ば 特 開 平 １ １ ー ５ ６ ７ ５ ２
号 公 報 に 詳 し く 説 明 さ れ て い る の で 、 本 明 細 書 で は そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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以 上 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 挿 入 部 可 撓 管 １ ０ ０ に つ い て 説 明 し た が 、 上 記
挿 入 部 可 撓 管 １ ０ ０ は 、 種 々 の 形 態 に 変 形 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ２ に 示 し た 挿 入
部 可 撓 管 １ ０ ０ で は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 １ １ ０ と 複 数 の 光 フ ァ イ バ の 先 端 面 １ １ ４ が 先
端 部 本 体 １ ０ ２ に 一 列 に 配 列 さ れ て い る が 、 こ れ は 、 例 え ば 図 ４ に 示 し た 第 １ 変 形 例 の よ
う に 、 ２ つ の 列 １ ２ ０ お よ び １ ２ ２ を 形 成 す る よ う に 配 列 す る こ と で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 こ の 場 合 に は 、 配 列 方 向 （ 中 心 軸 Ａ に 平 行 な 方 向 ） に 直 交 す る 方 向 お い て 第 １ の 列
１ ２ ０ の 超 音 波 振 動 子 （ 又 は 光 フ ァ イ バ の 先 端 面 ） と 第 ２ の 列 １ ２ ２ の 超 音 波 振 動 子 （ 又
は 光 フ ァ イ バ の 先 端 面 ） が 隣 り 合 う こ と が な く 、 む し ろ 超 音 波 振 動 子 １ １ ０ と 光 フ ァ イ バ
の 先 端 面 １ １ ４ と が 隣 り 合 う よ う に 、 超 音 波 振 動 子 １ １ ０ と 光 フ ァ イ バ 先 端 面 １ １ ４ と を
配 列 す る こ と が 望 ま し い 。 こ の よ う に 配 置 す れ ば 、 例 え ば 、 第 １ の 列 に お い て 一 つ の 光 フ
ァ イ バ １ ２ ２ ａ を 挟 ん で 隣 り 合 う ２ つ の 超 音 波 振 動 子 １ １ ０ ａ お よ び １ １ ０ ｂ で 検 出 さ れ
た デ ー タ を 第 ２ の 列 １ ２ ２ に お い て 光 フ ァ イ バ １ ２ ２ ａ に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い る
超 音 波 振 動 子 １ １ ０ ｃ で 検 出 さ れ た デ ー タ で 補 完 し な が ら 超 音 波 断 層 像 を 生 成 す る こ と が
で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 超 音 波 振 動 子 １ １ ０ お よ び 光 フ ァ イ バ の 先 端 面 １ １ ４ は 、 図 ５ に 例 示 す る 第 ２ 変 形
例 の よ う に 、 互 い に 隣 接 す る ２ つ の 列 １ ３ ０ 、 １ ３ ２ を そ れ ぞ れ 別 個 独 立 に 形 成 す る よ う
に 配 列 す る こ と と し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 図 ６ に 示 す よ う に 光 フ ァ イ バ １ １ ２ か ら 照
射 さ れ た 低 干 渉 性 光 １ ３ ４ が 、 そ の 光 フ ァ イ バ １ １ ２ に 隣 接 す る 超 音 波 振 動 子 １ １ ０ か ら
射 出 さ れ た 超 音 波 音 場 １ ３ ６ 内 を 通 る よ う に 、 よ り 好 ま し く は 、 超 音 波 音 場 １ ３ ６ 内 の フ
ォ ー カ ス 点 １ ３ ８ を 通 る よ う に 先 端 面 １ １ ４ の 向 き を 調 整 し て 各 光 フ ァ イ バ １ １ ２ を 先 端
部 本 体 １ ０ ２ に 備 え る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ７ は 、 図 １ に 示 し た 内 視 鏡 の 挿 入 部 可 撓 管 の 第 ３ 変 形 例 で あ る 挿 入 部 可 撓 管 ２ ０ ０ を 示
す 図 で あ り 、 中 心 軸 Ａ に 沿 っ た 挿 入 部 可 撓 管 ２ ０ ０ の 先 端 部 近 傍 の 一 部 断 面 図 を 示 し て い
る 。 ま た 、 図 ８ は 、 図 ７ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 挿 入 部 可 撓 管 ２ ０ ０ の 断 面 図 を 示 し て い
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 変 形 例 の 挿 入 部 可 撓 管 ２ ０ ０ は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 １ １ ０ と 複 数 の 光 フ ァ イ バ の 先 端
面 １ １ ４ が 挿 入 部 可 撓 管 ２ ０ ０ の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 先 端 部 本 体 ２ ０ ２ の 周 面 に 沿 っ て
環 状 に 配 列 さ れ て い る 点 で 図 １ の 挿 入 部 可 撓 管 １ ０ ０ と 相 違 す る 。 こ の よ う に 超 音 波 振 動
子 １ １ ０ お よ び 光 フ ァ イ バ の 先 端 面 １ １ ４ を 環 状 に 配 置 す る こ と に よ り 、 挿 入 部 可 撓 管 ２
０ ０ は 、 超 音 波 パ ル ス お よ び 低 干 渉 光 を 中 心 軸 Ａ を 中 心 と し た 放 射 方 向 へ 照 射 し 、 い わ ゆ
る ラ ジ ア ル ・ ス キ ャ ン を 行 う こ と が で き る 。 し た が っ て 、 挿 入 部 可 撓 管 ２ ０ ０ を 大 腸 等 の
体 腔 内 へ 挿 入 す れ ば 、 そ の 体 腔 の 環 状 の 超 音 波 断 層 像 お よ び 光 断 層 像 を 先 端 部 本 体 ２ ０ ２
を 回 転 等 さ せ る こ と な く 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 図 ７ お よ び 図 ８ で は 、 光 フ ァ イ バ の 先 端 面 １ １ ４ と 超 音 波 振 動 子 １ １ ０ が そ れ ぞ れ
異 な る 円 周 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 構 造 が 示 さ れ て い る が 、 光 フ ァ イ バ の 先 端 面 １ １ ４ と
超 音 波 振 動 子 １ １ ０ と は 、 同 一 の 円 周 に 沿 っ て 交 互 に 位 置 す る よ う に 先 端 部 本 体 ２ ０ ２ に
配 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ９ は 、 図 ７ に 示 し た 挿 入 部 可 撓 管 ２ ０ ０ の さ ら な る 変 形 例 で あ る 挿 入 部 可 撓 管 ３ ０ ０ の
先 端 近 傍 を 示 す 図 で あ り 、 中 心 軸 Ａ に 沿 っ た 挿 入 部 可 撓 管 ３ ０ ０ の 先 端 近 傍 の 断 面 を 示 し
て い る 。 ま た 、 図 １ ０ は 、 図 ９ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 挿 入 部 可 撓 管 ３ ０ ０ の 断 面 図
を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
本 変 形 例 の 挿 入 部 可 撓 管 ３ ０ ０ は 、 そ の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 先 端 部 本 体 ３ ０ ２ に 円 錐 台
形 の ミ ラ ー ３ ０ ４ を 備 え て い る 点 で 図 ７ に 示 し た 挿 入 部 可 撓 管 ２ ０ ０ と 相 違 し て い る 。 ミ
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ラ ー ３ ０ ４ で は 、 側 面 ３ ０ ６ が 光 フ ァ イ バ １ １ ２ が 伝 送 す る 低 干 渉 性 光 を 反 射 で き る 反 射
面 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ７ に 示 し た 挿 入 部 可 撓 管 ２ ０ ０ で は 、 挿 入 部 可 撓 管 内 を 通 さ れ た 各 光 フ ァ イ バ １ １ ２ の
先 端 部 を 挿 入 部 可 撓 管 の 外 周 面 へ 向 け て 曲 げ 、 各 光 フ ァ イ バ の 先 端 面 １ １ ４ を そ の 外 周 面
か ら 外 へ 向 く よ う に 設 置 し て い る 。 こ れ に 対 し 、 本 変 形 例 の 挿 入 部 可 撓 管 ３ ０ ０ で は 、 各
光 フ ァ イ バ １ １ ２ は 、 先 端 部 を 曲 げ る 必 要 が な く 、 実 質 的 に ま っ す ぐ の ま ま ミ ラ ー の 反 射
面 ３ ０ ６ に 向 け て 低 干 渉 性 光 を 射 出 す る よ う に 挿 入 部 可 撓 管 ３ ０ ０ 内 に 配 置 さ れ て い る 。
射 出 さ れ た 低 干 渉 性 光 は 、 ミ ラ ー の 反 射 面 ３ ０ ６ に お い て 先 端 部 本 体 ３ ０ ２ の 中 心 軸 Ａ を
中 心 と す る 放 射 方 向 に 反 射 さ れ 、 さ ら に 、 プ ロ ー ブ ３ ０ ０ に 備 え ら れ て い る 光 学 ガ ラ ス 等
の 光 透 過 部 （ 不 図 示 ） を 介 し て プ ロ ー ブ ３ ０ ０ の 外 へ 照 射 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 低 干 渉 性
光 の 実 質 的 な ラ ジ ア ル ・ ス キ ャ ン を 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 記 の よ う に 円 錐 台 形 状 を し た ミ ラ ー ３ ０ ４ を 用 い て 低 干 渉 性 光 の 照 射 方 向 を 調 整 す る 本
変 形 例 で は 、 複 数 の 光 フ ァ イ バ １ １ ２ の 各 先 端 部 に 曲 げ 加 工 を 施 す 必 要 が な く な る の で 、
挿 入 部 可 撓 管 を よ り 容 易 に 製 造 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 体 内 に 挿 入 さ れ た 挿 入 部 可 撓 管 可 撓 管 の 先 端 近 傍 に お い て 、 互 い に 連 続
す る 超 音 波 断 層 像 と 光 断 層 像 を 生 成 す る た め の 音 響 情 報 お よ び 光 学 的 情 報 を 確 実 に 収 集 で
き る 内 視 鏡 を 提 供 で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に お け る 挿 入 部 可 撓 管 の 先 端 近 傍 の 外 観 を 示 す
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 挿 入 部 可 撓 管 の 先 端 近 傍 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 し た 挿 入 部 可 撓 管 の 先 端 近 傍 の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 し た 挿 入 部 可 撓 管 の 第 １ 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 し た 挿 入 部 可 撓 管 の 第 ２ 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 し た 挿 入 部 可 撓 管 に お け る 光 フ ァ イ バ の 先 端 面 の 向 き を 説 明 す る 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 図 １ に 示 し た 挿 入 部 可 撓 管 の 第 ３ 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 挿 入 部 可 撓 管 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ に 示 し た 挿 入 部 可 撓 管 の さ ら な る 変 形 例 を 示 す 図 で あ る
【 図 １ ０ 】 図 ９ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 挿 入 部 可 撓 管 の 断 面 図 を 示 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ０ 、 ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ 　 挿 入 部 可 撓 管
１ １ ０ 　 超 音 波 振 動 子
１ １ ２ 　 光 フ ァ イ バ
３ ０ ４ 　 円 錐 台 形 ミ ラ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够可靠地收集声学信息和光学信息的内窥
镜，用于在插入部分中的柔性管的顶端处产生相互连续的超声波断层图
像和光学断层图像。 ŽSOLUTION：内窥镜插入部分中的柔性管（100）
设置有多个超声波交换部分（110），用于向生物体发射超声波以收集超
声波断层图像的声学信息，并且还接收超声波。在生物体内产生的超声
回波。超声波交换部分布置成沿着规定的超声波照射表面发射超声波。
柔性管（100）还设置有多个光发射/接收部分（114），用于向生物体发
射低干涉光线并接收在生物体上反射的低干涉光，以收集关于生物体的
光学信息。光学断层图像。光发射/接收部分被布置成沿着规定的光照射
表面发射低干涉光线，该光照射表面至少部分地叠加在超声波照射表面
上。 Ž
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